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研究成果の概要（和文）：院内死亡症例を対象として、臨床経過－生前CT－死後CT－解剖所見の対比を行い、死
因や病態推定に有用な死後CT所見を探索した。検討項目は、①新生児・乳幼児の死後CTの診断能、②肺陰影の死
後CT所見、③腹水の死後CT所見、④肝臓の死後CT所見、⑤肺血管の死後CT所見、⑥脳脊髄液の死後CT所見、⑦消
化管出血の死後CT所見(論文投稿中)に関するものであり、死後CT特有の画像評価を明らかにした。さらに、院内
死亡症例の死後CT所見や死因評価に関して総括的な分析を行った。本研究の成果は死因診断の精度向上に寄与す
るものと考えられる。

研究成果の概要（英文）：We investigated the usefulness of postmortem CT findings for estimating 
cause of death and antermortem pathology by comparing the clinical course - antemortem CT - 
postmortem CT - autopsy findings in cases of in-hospital deaths. The research subjects were (1) 
diagnostic performance of postmortem CT in neonates and infants, (2) postmortem CT findings of 
pulmonary shadows, (3) postmortem CT findings of ascites, (4) postmortem CT findings of the liver, 
(5) postmortem CT findings of pulmonary vasculature, (6) postmortem CT findings of cerebrospinal 
fluid, (7) postmortem CT findings of gastrointestinal bleeding (manuscript under submission), and we
 clarified imaging characteristics of postmortem CT. Furthermore, we conducted a comprehensive 
analysis of postmortem CT findings and cause-of-death assessment in cases of in-hospital deaths. The
 results of this study will contribute to improving the accuracy of cause-of-death diagnosis.

研究分野：放射線科学

キーワード： 死後画像診断　死亡時画像診断　Autopsy imaging　Postmortem imaging　Forensic radiology

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
死後画像診断の適正な施行は、死因推定の精度向上、医療の発展、犯罪の見逃し減少、医事紛争の早期解決など
につながり、社会的な恩恵が期待できる。しかし、死後画像所見の解釈や限界に関する研究は依然十分ではな
く、知見のない臓器や疾患も多数存在し、適切な画像評価と死因診断のエビデンス蓄積が急務である。今回の研
究では、死後CT所見と生前の病態の関連についての複数の知見を出すことができた。さらに院内死亡症例の死後
CT所見を整理した。これらの結果は、重要な死因推定手段のひとつである死後CTの適切な解釈方法の一助になる
と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
【死亡時画像診断の社会的必要性】 

 従来から死因推定は体表検索や解剖を中心として行われているが、解剖医や費用の不足など

が相まって本邦での死亡症例に対する解剖率は数％と近年低下の一途を辿っている。解剖は、殺

人や虐待などが関連する異状死や医療事故死を正確に評価し、真の死因を明らかにしうるため、

社会的、公衆衛生学的に必要不可欠である。 

そこで減少している解剖を補完あるいは代替する手段として、死亡時画像診断（Ai; Autopsy 

imaging）による死因推定に大きな期待が寄せられており、2016年 10月より施行された医療事

故調査制度では、死亡時画像診断に一定の有用性が認められた。そして、全国の多くの大学で、

死因究明センターや法医学教室の遺体専用 CTが多く設置されている。 

死亡時画像診断を適正に施行することは、死因推定の精度向上、医療の発展、犯罪の見逃し減

少、医事紛争の早期解決などにつながり、社会的な恩恵が期待できると考えた。 

 

【死亡時画像診断の特長】 

死亡時画像診断は CTなどの画像診断機器がある全国の医療機関で容易に撮像可能である。ま

た、遺体の侵襲・破壊が無く、解剖より低コストであり、データを半永久的に保存して繰り返し

検証可能な点は、死亡時画像診断の優位性といえる。これらの特長も死亡時画像診断が今後も死

因推定手段の一翼を担う理由と考えられた。 

 

【死亡時画像診断の課題】 

 死亡時画像診断の必要性は社会的に認知され、全国の医療機関や法医学教室、死因究明センタ

ーでは、死因に疑問のある症例に対し、死後 CTを撮像する動きが加速している。しか 

し、死亡時画像診断の技術は発展途上にあり、死後画像特有の画像所見、死因推定の有用性につ

いて十分な論拠があるとは言えない。 

私たちの研究グループを中心に、死後 CTの読影は生前 CTとは異なる解釈手法・基準を用い

なければ、実際の病態と大きな乖離が生じることが明らかにされた。したがって、死後 CTの正

常と病的所見の境界を明らかにすることを始めとし、死後 CT の解釈手法の確立が急務である。

また、画像と撮像は密接に関係するため、撮像法の適正化を進める必要もあった。 

 

２．研究の目的 

【診療関連死における死後 CTの解釈手法の確立】 

医療事故調査制度施行に伴い、全国の多くの病院で、過誤の疑念がある診療関連死に対する死

後 CTのルーチン撮像が始まっている。しかし、死亡時画像診断の研究は、生前情報や臨床経過

が不明な異状死を対象とした検討が主体であり、診療関連死における死後 CT所見に関する研究

は少ない。死後 CTを撮像したものの、解釈方法が不明な所見、知見の全くない臓器が多いのが

現状である。さらに私たちの過去の研究成果からは、死後 CTや病理解剖を経て、臨床的な死因

診断を覆さざるを得ない症例を多く経験している。死後 CTの知見を蓄積して解釈手法を確立す

ることは、正確な死因診断の到達への一歩となり得る。同時に、医事紛争の減少や時間短縮、医

療事故の再発防止に役立つという側面もあると考えた。 

 



３．研究の方法 

本研究では、東京大学医学部附属病院の診療関連死を対象に、前向き研究として、64列 CTを

用い、臨床経過－生前 CT－死後 CT－解剖所見の精密な対比を行う。これにより、臓器・病態・

疾患群ごとに、死後 CTの正常所見と病的所見の境界を明らかにする。また、死後 CTの死因推

定力や撮像の適正化を検討した。 

 

４．研究成果 

英文査読付き論文として以下の①から⑧の成果を得た。 

 

①新生児・乳幼児の死後 CT の診断能 

新生児や乳幼児の死後 CT を用いた死因につながる病態診断においては、臨床診断のみに比べ

て、死因に直結する臓器別の診断能を改善する可能性が示唆された。 

Ishida M (1st, corresponding author), et al. Utility of unenhanced postmortem 

computed tomography for investigation of in-hospital nontraumatic death in children up 

to 3 years of age at a single Japanese tertiary care hospital. Medicine (Baltimore) 

99:e20130, 2020. 

 

②肺の死後 CT 所見 

死後 CT で認められる肺の陰影について死後経過時間とともに増加するもの、減少するものを

明らかにした。また、病理組織学的な肺炎と肺水腫を予測する肺の死後 CT 所見について明らか

にした。 

Gonoi W, Ishida M (last author), et al. Pulmonary postmortem computed tomography of 

bacterial pneumonia and pulmonary edema in patients following non-traumatic in-hospital 

death. Leg Med (Tokyo) 45:101716, 2020. 

 

③腹水の死後 CT 所見 

死亡直前に造影 CT による造影剤投与を受けている場合、死後 CT で腹水濃度が上昇する傾向

があった。 

Ishida M (1st, corresponding author), et al. Longitudinal comparison of ascites 

attenuation between antemortem and postmortem computed tomography. Forensic Sci Int 

321:110727-110727, 2021. 

 

④肝臓の死後 CT 所見 

肝臓の CT 値に生前と死後早期の CT 値に有意な変化はなかった。死後早期の CT と生前 CT と

では肝臓の変化は乏しく、死後 CT で生前の肝臓の状態を推定できる可能性が示唆された。また、

死後 CT では生前 CT と比較して、急激な濃度低下が見られる症例が存在し、病理学的変化を反映

していると考えられた。 

Ishida M (1st, corresponding author), et al. Diffusely decreased liver attenuation 

on post-mortem computed tomography: Comparison with ante-mortem computed tomography 

and autopsy findings. J Forensic Radiol Imaging 16:1-4, 2019. 

 

⑤肺血管の死後 CT 所見 



肺動脈径は、死亡直後は生前と同程度であるが、死後経過時間とともに減少する傾向があった。

また、肺静脈径は、死亡直後は生前と同程度であるが、死後経過時間とともに減少する傾向があ

った。 

Gonoi W, Ishida M (last author), et al. Early postmortem changes in the pulmonary 

artery and veins: An antemortem and postmortem computed tomography study. Forensic 

Imaging 28:200497, 2022. 

 

⑥脳脊髄液の死後 CT 所見 

死後 CT では脳脊髄液の CT 値が上昇した。また、死後 CT における脳脊髄液の CT 値は、死後短

時間での死後経過時間に依存しており、脳脊髄液の CT 値が死後経過時間を推定するためのバイ

オマーカーとして使用される可能性が示唆された。 

Fujimoto K, Ishida M (3rd), et al. Association between postmortem computed tomography 

value of cerebrospinal fluid and time after death: A longitudinal study of antemortem 

and postmortem computed tomography J Forensic Leg Med 93:102461, 2023 

 

⑦消化管出血の死後 CT 所見(査読付き英文専門誌に投稿中) 

本コホート研究上部消化管内容物の CT 値、高濃度内容物の性状、気泡の大きさを注意深く読

影することで、死後 CT での上部消化管出血を推定できる可能性が示された。 

 Okimoto N, Ishida M (Co-1st), et al. Cutoff CT value can identify upper 

gastrointestinal bleeding on postmortem CT: development and validation study. (under 

submission) 

 

⑧院内死亡症例の死後 CT 所見や死因評価に関する総括的分析 

死後 CT で認められる正常死後変化、蘇生術後変化を網羅的に整理し、病態による死因評価の

蓋然性について概説した。 

Ishida M (1st), et al. Essence of postmortem computed tomography for in-hospital 

deaths: what clinical radiologists should know. Jpn J Radiol 41:1039-1050, 2023. 

 

以上とは別に、これまでの知見をもとに、「死後画像読影ガイドライン 2020 年版」（金原出版）、

「Autopsy imaging 症例集 第 2巻」(ベクトル・コア)の分担執筆を行い、研究成果は毎日新聞

の全国紙及びオンライン版でも紹介された(2020/4)。 

さらに、各研究成果は、学会や研究会における招待講演、教育講演で紹介された(第 58 回日本

医学放射線学会秋季臨床大会(2022/9)、第 51 回断層映像研究会(2023/10)、日本診療放射線技師

会 Ai 認定講習会(2019-2023)、日本医師会/日本診療放射線技師会/Ai 学会死亡時画像診断(Ai)

研修会(2019-2024)、など)。 

また申請者は、研究に関連して次の社会的以下の厚生労働省死亡時画像読影技術向上研修事

業死亡時画像診断(Ai)研修会運営会議構成員(2023/5-現在)、日本医師会小児死亡事例に対する

死亡時画像診断モデル事業運営会議委員(2021/9–現在)、死後画像読影ガイドライン 2025 年版

編集委員(2023/4-現在)の社会的学術活動の任も務めている。 
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